孝太郎　創刊号

創刊にあたって

今、あなたが目にしている、この誌面、この紙こそが「孝太郎」というもので、既にお気付きの通り、これは雑誌である。すなわち、文章が載っている。つまりこれをつくった人物がいる。複数の人がこれを目的として書いた文章なり何なりが、このようにまとめられ、孝太郎という名を負っている。それがこれである。
  これは、孝太郎の第一号だ。だからこそこうして「創刊にあたって」などという気取ったものを付している。第二号以後にこの「コーナー」はない。
　ところで、孝太郎は編集委員―これの製作に積極的に携わる人―を求めている。とは言ってもやはり、あまりに急であるし、どうしたものかよくわからないだろうから、ここからは「少し〝まともらしい〟『創刊にあたって』」にしてみようと思う。[image: image1.png]




  さて、これは雑誌ということですから、文章で何かが表現されていたりする訳です。当然、それを読む人がいる事を望みます(できればたくさん)。読んだ人は書かれているものに対して何か思ったり考えたりする事でしょう。別に、それを書けという訳ではありません。誰かが何かを書いて、他の誰かがそれを読んで、その誰かが〝何か〟をするのです。それは文章を書いてよこすのでも構わないし、一人で何か考えるのもよい。ただ、そうして何かを伝える場というものを、この紙切れによってつくることができたら、それはうれしく楽しいものではないでしょうか。
　この雑誌に何かを載せるのには、特に資格は必要ないし、ジャンルといったものも問いません。よくできたものでなくとも構いません。自分の世界をそのまま表したらよい訳です。（ただそれは難しい事ではないかとは思いますが）。又、「個性を発揮しなければならない」という事に縛られてもなりません。
　ただひとつ、これが「伝える場」である限り、謙虚な姿勢というものはある程度必要です。つまり他とのつながりを意識する。一方向は避けたいところです。この事で、私達にとって何か良い事がもたらされる事が期待できると思います。
　もし、この雑誌によって、誰かの中で新しい何かがうまれたり、誰かの可能性というものが広がったり、少なくとも、楽しいとか面白いとか思う人がいてくれたなら、この雑誌の目的は達成されていると言えるでしょう。
　孝太郎を―こいつはある意味多重人格かもしれませんが―よろしくお願いします。

　　　　　　　　　二〇〇五年一一月一一日
編集長

丸善閉店に想う　
～「ゆとり」の消失～

　平成十七年十月十日、丸善京都河原町店が、その長い歴史に幕を下ろした。その三日前の七日、ここを訪れてみたが、文房具売場の棚にはほとんど商品がなく、聞き取りやすい英語で流れていた”Thank you for visiting Maruzen Kyoto Kawaramachi.”の代わりに、「長い間ありがとうございました。もし移転開店できましたら、その暁にはお引き立てを」という挨拶が放送されていて、店員は妙に明るく振舞っていた。

　閉店の理由を、採算が合わなくなったのだと仮定すれば、それはどうしてだろうか。丸善は「メガネ店」「洋品店」「出版社」「文具店」など、様々な側面を持つが、ここでは「本屋さん」として捉えてみる。そうしてみたとき、ライバルと言えば、「ジュンク堂書店」「ブックファースト」「大垣書店」などの、京都の中心部に展開する大型書店ということになろう。丸善は、こうした書店に押されたのだ。

　他の本屋と比べて、丸善のサービスは決して良いとは言えない。たとえば、ジュンク堂書店は最近大きなモデルチェンジを行い、書籍は背の高い書棚に、ジャンル別・著者名順に整然と並べられているし、一階での一括会計を行っているにも関わらず、係員不足で利用者が困るということはない。ブックファーストは広い敷地を利用して開放的な雰囲気をつくり、話題書や雑誌を前面に押し出して、入りやすい工夫がなされている。また、大垣書店はデパートや総合ビルの一角をうまく利用して、店舗数を増やし、身近な存在になろうとしている。どの書店も営業成績を上げようと、集客に躍起なのだ。そんな中、丸善は粛々と本を売り、来る人が来て本を買う。それ以上の何でもなかった。言わば「殿様商売」を続けていたのだ。とは言っても、一八七二年（明治五年）から続く歴史ある店である。そんな丸善京都店が閉店になったということは、現代が、もはや「殿様商売」が成り立たない時代であるということを示すと思う。それはしかし一方で、「ゆとり」の消失でもあるのだ。

　アカデミックさの象徴的存在ともいえる本屋は、昔からお高く構えた無愛想な商売をしてきた。ある意味で「殿様商売」が認められていた、とも言えるだろうし、良い意味でのプライドが存在したとも言える。そういった店こそが「本屋らしい本屋」として愛されてきた面もあるだろう。本屋さんには、ほかの小売店とは一線を画した「ゆとり」が存在していたのだ。探している本が見つからなければ、店の人に聞けばいいし、探している間に別の発見があるかもしれない。多少本の並べ方が分かりにくくても、それは大きな問題ではないし、並べ方そのものが本屋のアイデンティティーでもあったのである。

　しかし、世の中がマニュアル化とＩＴ化の社会へ変質するに従って、書店も、生き残るためにはそのスタイルを変えざるを得なくなった。何より、インターネットショッピングで書籍の購入が可能になったということは、大きな脅威であったろう。書店も、必然的に「便利さ」を求められた。そのため、本の並べ方は見つけやすさを最優先にしたものになったが、一方で、本屋の特色は影を潜めることとなった。また、顧客を増やす必要性から、やむを得ず大衆受けが見込める書籍を看板に据えた。こうして本屋は、生き残るためにプライドを捨て、同時にアカデミックさを失っていったのである。

　そうしたなか、スタイルを変えず、「真の本屋」であり続けた丸善。しかし、高価なメガネ・洋品・洋書の販売も同時に行っているというハンディキャップを抱えることもあって、時代の浪に抗うことはできなかった。埃っぽい京の繁華街に、オアシスのようにたたずんでいた「ゆとり」の空間が、静かに波間へと消えていった。空には「文化都市」という言葉が独り歩きしている。

（飯島 弘一郎）

 


なかごぼし　　　　　　仁科あき乃
「あの星は何という名ですか。」と天空の蠍を指した
君の白く透き通った指先が  失われたのだと耳にした
工場で働く君の不慮のトラジディーであった
僕は人差し指を曲げ君の手を模してみた
その変ちくりんな手は珍妙としか言い様がなく非常に笑えた
しかしそれは僕の節の太い指であるからで
君の細く美しい手に置き換えると、俄かに非道く悲しくなった
この手を君は悲愴な面持ちで見るのか、自嘲的に見るのか、それとも見まいとするのか
僕は凝視した　中指の輪郭が失われた指の存在を主張していた

火を扱う工場で君の消えた指先は猛火にのまれたのだろう
嗚呼、君の白く透き通った指先よ　炎の中に於いてどれほどの苦しみを！

嗚呼、別離を余儀なくされた第二関節よ　これからどれほどの喪失感を！

骨だけは消えた指先を求め続け
火を見る度にキリキリと声をあげ咽び泣く
そして君は火に恐れを抱くのだ　理由も知らずに
どうか泣かないで　君は悪かないのだから
それは業火ではなくあたたかい命の炎なのだから
もう一度、今度はその透明な指で　あの星の名を聞いてはくれまいか
死を目前にした　なかごぼしの命の炎を
あの時何故だか答えられなかった僕が
君に深い愛を以て教えるから
ここに
時間を遡る事ができる薬がある

あなたはこれをどう使う？

孝太郎短歌賞　第一回


選者　田村峻一　


優秀作


「該当作なし」


　秀作


唇の赤より赤きもみぢ葉を食（は）みてこぼるる吾が涙かな　　　　　　　　　　　丸子理曼さん





きみの眉首を傾げた角度からはかる君と悪魔との距離　　　　　　　　　　　　　　難波優里さん





　


《評》


　第一首、「恋歌」として送られてきたもの。「はむ」という古語の持つ独特の語感や、二つの「赤」の微妙な色彩がひとつの美しい情景を完成していて見事。「こぼるる」を「あふるる」のように主観的な語にすると益々感傷的に世界がまとまって良いかもしれません。


　第二首、微妙な緊張感が堪らない。「眉を読む」という慣用句もあるように、眉は表情の象徴。一見冷たいようでいて、人間同士の生身のコミュニケーションの面白さを思い出させてくれるまさに秀作。








　今回は第一回で、一部の人にしか告知しておらず、応募数も少ないということで、規模を小さめに、優秀作も無しにしております。ご了承下さい。


　ちなみに、応募作の中にこんな歌がありました。


いまひとつそれでも出そうyour短歌時間と心をたっぷりこめて　　　　　　　　　　匿名希望





……ということで三十一文字にたっぷり想いを込めることが大切です。とにかく沢山の御応募をお待ちしております↓↓
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《評》
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作品募集のお知らせ


皆様から個性溢れる短歌を随時募集しております。


・自作の短歌（複数投稿可）


・歌の注釈（任意）


・氏名（ペンネーム・匿名可）


以上の三点を書いてメールにて左記アドレスまでお送り下さい。毎号一名、優秀作に選ばれた作者の方にはプレゼントをお贈りします。


どういう趣旨なのかよく分からん！という方も、メールでその旨を伝えていただければ、詳しい募集要項のメールをお送りします。


応募・問い合わせ先	tanka@art.117.cx





孝太郎　創刊号


2005年11月11日





この問いに対して


あなたはどう考えますか？


電車を待っている時間


頼んだメニューを待っている時間・・・


手持ち無沙汰なそんな時に


もしかしたら新鮮な何かが


ふとあらわれるかもしれません








